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レントゲン（Wilhelm Conrad Röntgen）によるエックス線発見は 1895（明治 28）年 11

月 8 日のことである。第三高等学校の村岡範為馳教授は島津製作所の協力を得て、翌年

10月 10日にエックス線による透過像を確認した。1897 年「教育用エックス線装置」が同

社から販売された１）。この装置は、京都市内に設置された小・中学校に導入され、その痕

跡を京都市学校歴史博物館資料から推察できる。例えば、企画展 2）「エックス線装置」等

参照。1896（明治 29）年 7 月頃、京都府教育會は、当時の小・中学校の教員を対象とし

た講演会を開催し、講演を村岡に依頼している 3）。このことは我が国における放射線教育

の始まりといえる 4）。エックス線の発見は当時の教育界に多大な影響を与えた。この影響

は当時の物理教科書の学習項目にも表れている。 

2011年 3月 11日の東日本大震災による福島第一原発事故の影響について、我々は同年

7月に学内に有志の調査研究グループ(注)を立ち上げ、アンケート調査「学生の放射線・

放射能に関する意識・理解度調査」を医学部 1-6年に実施した。主要調査項目は次の通り。

不安・心配、原発事故関連で知りたいこと、学習履歴、単位、汚染、外部被曝と内部被曝、

確定的影響と確率的影響、障害の機構、自由記述等である。調査結果から、学生の関心の

高い事柄は、放射線・放射能の「人体への影響」及び「基礎知識の不足」であることが分

かった 5）。 

講演では、放射線物理教育史の概要と調査結果を報告する。資料提供等各施設の方々に

感謝します。本研究は科研費（課題番号 25282043）によって行われた。 
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